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発刊にあたって

本書は、高知大学人文社会科学部国際社会コース・岩佐和幸ゼミナールの 2018 年度調
査報告である。本ゼミナールでは、《グローバル化と地域》をテーマに、フィールドワー

クに基づく共同研究を行っている。過去２年間は、人口減少関連のテーマに取り組んだが、

今年度は、流行の「インバウンド（訪日外国人旅行）」に光を当てることにした。

今世紀に入り、日本政府は外国人観光客の受入に力を入れるようになった。2003 年の
「ビジット･ジャパン・キャンペーン」を皮切りに、2007 年の「観光立国推進基本法」施
行と翌年の観光庁設置、さらに 2009 年の中国人への個人観光ビザ解禁や 2010 年の羽田空
港の国際ハブ化等、「観光立国」に向けた施策が次々と打ち出されてきた。その結果、訪

日外国人旅行者数は 2013年以降急増し、2015年には日本人海外旅行者数を上回る 1973万

人に達するようになった。さらに現在の安倍政権では、アベノミクスの成長戦略の一環と

して、東京五輪開催の 2020 年に 4000 万人、2030 年に 6000 万人へ訪日客目標を上方修正
し、2025 年大阪万博を念頭にカジノを含む統合型リゾート施設整備法を制定する等、前
のめり姿勢を鮮明にしている。こうした「観光立国」づくりの狙いは、人口減少・デフレ

で悩む国内経済とは対照的なアジア地域の成長の取り込みであり、経済波及効果の大きい

観光産業を通じて地域経済を活性化することが謳われている。しかしこうした国の「旗振

り」の影響で、受け入れ現場の地域では、変動激しい「爆買い」ブームや観光公害、非正

規雇用依存と人手不足等、「負の側面」が一層顕在化するようになってきた。果たして、

インバウンドは地域の視点でどのように評価できるのだろうか。本書ではこうした問題意

識から、インバウンド観光の現状と課題を、高知県に則して検討を試みることにした。

高知県の場合、インバウンドの規模は他県に比べて大きくはないものの、プロチームの

キャンプやクルーズ船の来港等、ピンポイントで注目すべき現象が起きている。そこで、

観光客のモビリティ（移動手段）、スポーツツーリズム、クルーズ船観光の３つの観点か

ら、県内におけるインバウンド観光の現状と課題を探っている。今年度は２・３年生の総

勢 16 名が参加し、３班に分かれて調査・分析・執筆を行ったが、テーマの新しさと課題
の大きさゆえに、分析の未熟さや事実誤認等が散見されるかもしれない。大小にかかわら

ず、読者の皆さんからの忌憚のないご意見・ご感想等をお寄せいただけると幸いである。

なお、今回も、調査遂行に際して、関係諸氏の方々よりヒアリングやアンケート、資料

提供等、多大なご協力をいただいた。また、2018 年 12 月 15・16 日に愛媛大学で開催さ

れた「大学間ゼミ研究交流集会」では、学生・教員の方々より貴重なコメントをいただい

た。本書刊行に際しては、高知大学人文社会科学部国際社会コースの「創造的研究に対す

る活動支援」の助成を受けた。以上、この場を借りて、御礼申し上げたい。

2019年２月

椰子の樹を仰ぐキャンパスにて

高知大学人文社会科学部

教 授 岩 佐 和 幸
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第Ⅲ部 クルーズ船インバウンド観光の真実 

―高知県における取組を例に― 

 

 

はじめに 

 

 

近年、インバウンド観光を通じて地域活性化を図るという観点から、大型クルーズ船の

誘致活動が全国的に注目されている。例えば、観光庁が掲げた「観光立国実現に向けたア

クション・プログラム ����」では、寄港地を中心に地域活性化等に寄与するクルーズ船の

寄港を進めるために環境整備等を加速化し、����年にはクルーズ ���万人時代の実現を目

指すと明記された�。その後、����年の段階でクルーズ船観光客数は �����万人と、目標を

�年前倒しで実現したため、����年 �月の「明日の日本を支える観光ビジョン」では、����

年までに訪日クルーズ旅客を ��� 万人に増やすという新たな目標が定められた �。国土交

通省では、目標実現のために増大するアジアのクルーズ船需要を取り込むべく、寄港地の

全国展開や国際クルーズの拠点形成などの各種施策を推進している。�

このように、国が主体となって取り組んでいるクルーズ船誘致策は全国規模で広がりを

見せており、今やブームになっている。高知県も例外ではない。����年に放送された 1+.

ニュースによると、高知県はクルーズ船客の消費単価が最も伸びている県だという。具体

的には全国平均が �万 ����円であるのに対し、高知県は �万 ���円と �万 ����円あまり

上回っている �。そのため、後述のように県ではクルーズ船受入についての港湾整備や観光

施策等を打ち出している。�

では、年々盛り上がりを見せるクルーズ船ブームの中身はどうなっており、高知県にど

のような影響を及ぼしているのだろうか。私たちは、調査テーマを「クルーズ船インバウ

ンド観光の真実」に設定し、県内インバウンド観光の中で大きな地位を占める一方、全体

像が知られていないクルーズ船インバウンド観光の実態を解明するため、約半年かけて調

査をおこなってきた。�

今回調査を行うにあたり、重視したポイントは、以下の �つである。�

まず �つ目が、注目されているクルーズ船の県内寄港状況と関連政策についてである。

近年、全国的にクルーズ船の誘致活動が行われており、クルーズ船客数も伸びている。で
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第１章 クルーズ船ブームと高知県の誘致活動 

 

 

１．クルーズ船ブームの到来㻌

㻌

高知県内のクルーズ船観光の分析に入る前に、この章ではクルーズ船インバウンドが全

国的なブームとなり、近年どのように規模を拡大し続けてきたのかについて、その背景を

確認する。また、拡大に伴い、どのような政策が打ち立てられたのかを、日本全体と高知

県のレベルでみていきたい。�

� 現在、全国的にクルーズ船受入がブームになっている。訪日外国人観光客のインバウン

ド需要情報を配信するニュースサイト「訪日ラボ」によると、全国的なクルーズ船寄港数

増加の背景が述べられている。旅客船は、かつては人の国際移動の中心手段であったが、

��世紀半ばに登場した航空機の影響で大型旅客船の需要が低下したため、船舶需要は一時

期落ち込みを見せていた。しかし、プールや映画館、カジノなどの娯楽施設が備わったク

ルーズ船が ���� 年頃から観光産業に参入するようになることで、再び船舶が注目される

ようになった。現在では船体の大型化が進むとともに低価格で利用ができるようになり、

クルーズ船での船旅が多くの人に楽しんでもらえるレジャーとなった�。�

� こうした背景のもとで、世界的なクルーズ船利用人口が年々増加している。そして、世

界のクルーズ船マーケットでラグジュアリー船よりも利用者数が特に多く比較的低価格で

利用できるプレミアム船やカジュアル船の誘致拡大に着目した観光庁は、����年に、����

年までの目標として「クルーズ ���万人時代」計画を打ち立てた�。また、クルーズ船誘致

に向けた政府の取り組みとして、国土交通省港湾局は、外国籍クルーズ船会社からの寄港

時の要望に対応するために「クルーズの振興のためのワンストップ窓口」を設置したり、

港湾や寄港地の観光情報を提供するウェブサイトを ���� 年に開設した�。加えて、外国籍

クルーズ船を受け入れる日本各地の港湾が誘致に関わる情報や課題を共有したり、クルー

ズ船事業による港湾使用による地域振興などを目的として「全国クルーズ活性化会議」が

�

は、高知県ではどのような傾向があり、県や関連団体ではどのような対応をしているのだ

ろうか。こうした点に着目し、イメージにとどまらず具体的データに基づき検討する。�

� つ目に、クルーズ船が地域経済に及ぼす効果についてである。クルーズ船寄港に伴う

インバウンド観光は、地域の中で大きな人の流れを瞬間的に生み出している。では、そう

した人の動きが地域に一体どのような影響を及ぼしているのだろうか。この点が、クルー

ズ船観光による地域活性化を占う重要なポイントである。そこで、クルーズ船インバウン

ド観光と地域経済の関係について、観光客と地域との接点に着目しながら分析し、その実

態を可視化したいと考えている。�

本論に入る前に、全体の構成について簡単に説明しておこう。�

第 �章では、クルーズ船ブームの全国動向と高知県内における取組について、統計資料

や県庁でのヒアリングを基に分析している。�

第 �章では、高知県におけるクルーズ船受入の動向を検討する。具体的には、高知県港

湾振興課でのヒアリングや資料を基に、クルーズ船の来港推移等を解読している。�

さらに第 �章では、クルーズ船と地域経済の関係に注目し、高知県内におけるクルーズ

船受入効果の実態を明らかにする。ここでは高知新港での出店者や高知市内中心商店街、

インバウンド専用ドラッグストアの県内進出、バス会社の手配状況にターゲットを絞り、

ヒアリングならびにアンケート調査を基に分析を行っている。�

最後に「おわりに」では、以上の分析結果を総合化し、クルーズ船誘致の内実を可視化

することで見えてきた課題と展望を提示し、締めくくることにしたい。�

� �
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第１章 クルーズ船ブームと高知県の誘致活動 
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要港湾に指定された�。同港は、良質な鉱産資源の産地が背後にあり、積出基地として重要

な役割を果たしていたが、湾内には ����ｔ対象の岸壁しかなく、����年の台風 ��号によ

る高潮被害をきっかけに、浦戸湾内の埋立についての意見が出るようになった。しかし、

湾内での新たな港湾整備には限界があり、船舶の大型化や貨物増大等の港湾需要にも対応

できない問題があった。そこで、外洋に面した高知新港が建設されることになり、����年

�月に開港に至った��。�

高知新港は、���� 年 � 月に「高知港長期構想」が策定されて以降、「高知県経済を支え

る国際物流・交流拠点」として位置づけられた。そして、その実現を図るため、同年 ��月

に「高知港港湾計画」が策定され、「国際港湾としての外貿物流機能の強化」や「国際化に

対応する交流拠点空間の作成」に向けた施設の整備・活用が図られるようになった。�

�

【㻞】第 㻝期振興プランの策定㻌

さらに、�� 年後の ���� 年 � 月に開催された「今後の高知新港を考える会」では、高知

新港が目指すべき方向として、次の �項目が挙げられた��。�

�

①競争力や利便性の高い港づくり�

②コンテナ船、バルク船、5252船、客船等オールユーザーが利用可能な港づくり�

③港湾ユーザーのデマンドに対応できる港の運営�

④県内の生産者、消費者に対して最適となる流通機能の確保�

⑤港湾利活用企業等の集積�

�

このように、高知県経済に貢献し、コンテナ船・バルク船・クルーズ客船等のオールユ

ーザーにとって使いやすい港の実現を目指す中、貨物量の増加に伴う問題が生じることに

なり、メインバースである ��ｍ岸壁の共用開始に向けて、港湾の課題解決や社会環境の変

化への対応策を検討する必要が生じた。そこで県港湾振興課では、高知新港の物流インフ

ラとしてのポテンシャルを活かし、県内産業の振興にどのように寄与していくかという視

点から、「高知新港振興プラン」（以下、第 �期振興プラン）を ����年 ��月に策定した��。�

第１期振興プランでは、高知新港が県経済を支える物流・交流拠点となるため、高知新

港の整備状況、課題、ニーズを踏まえた基本方向を設定し、その実現に向けて次の �つの

戦略に基づく取り組みを掲げた。その中で、クルーズ船誘致方策が立てられたのである��。�

� �

��高知県土木部港湾振興課『高知新港振興プラン』����年 ��月、�頁

（KWWS���ZZZ�SUHI�NRFKL�OJ�MS�VRVKLNL��������ILOHV����������������������������BZZZB

SUHIBNRFKLBOJBMSBXSORDGHGBDWWDFKPHQWB������SGI、����年 �月 ��日閲覧）。�
���同上、�頁。�
���高知県土木部港湾振興課『第 �期高知新港振興プラン』����年 ��月、�頁、

（KWWS���ZZZ�SUHI�NRFKL�OJ�MS�VRVKLNL��������ILOHV���������������ILOHB�������������

��B��SGI、����年 �月 ��日閲覧）。�
���同上、�頁。�
���同上、�頁。�

設立された�。�

� こうして、大型クルーズ船受入に対応すべく、日本各地で港湾整備や施設改良、観光情

報の発信が積極的に執り行われてきた。その成果として、����年をクルーズ船外国人観光

客 ���万人達成の目処に設定していたが、その目標は早くも ����年に達成した。さらに、

���� 年の訪日クルーズ旅客数は前年比 ����％増の ����� 万人、寄港回数は前年比 ����％

増の ����回と過去最高を記録し、中でも外航クルーズ船の寄港回数は ����回に達した。

港湾別でみると、博多港が �年連続で全国 �位（���回）であり、次に長崎港（���回）、

那覇港（���回）と続く。高知港は、この中で ��位（��回）に位置している�。�

日本に寄港するクルーズ船は、その多くが東シナ海を周遊する中国発であり、����年

に初めて中国発のクルーズ船が博多港に寄港して以降、その数は右肩上がりに上昇してい

る�。これは、日本のクルーズ市場に強いインパクトを与え、西日本中心に各港湾でクル

ーズ船誘致が高まった。しかし、全国で最も寄港数の多い福岡市では、市民の関心は低い

という。地元市民の支持が得られないとうのは、地域再生に大きく寄与しているとはいえ

ない。一体、誰のためにクルーズ誘致をするのだろうかが、今、問われている。㻌 �

�

２．高知県内におけるクルーズ船誘致と高知新港㻌

�

� このような全国的なクルーズ船ブームの中、高知県でもクルーズ船関連の取り組みが行

われてきた。本節では、県内の施策について説明しよう。なお、ここでは高知県港湾振興

課とおもてなし課への聞き取り調査をもとに、クルーズ船誘致事業における目標・計画と

現在の取り組みについてまとめるとともに、現段階での課題にも触れていく�。�

�

【１】高知新港の建設と活用㻌

まず、クルーズ船を受け入れる港である高知新港の取り組み・政策について紹介する。�

高知市内には、重要港湾として高知港と高知新港がある。高知港は、土佐湾の中央部に

位置し、古くから京阪神と南四国を結ぶ海上交通の要衝として機能しており、����年に重

（KWWS���ZZZ�POLW�JR�MS�FRPPRQ�����������SGI，����年 �月 �日閲覧）。�
��国土交通省『����年の我が国のクルーズ等の動向（調査結果）について～日本人のクルー

ズ人口、クルーズ船の寄港回数及び訪日クルーズ旅客数が過去最多～』����年 �月 ��日

（KWWS���ZZZ�POLW�JR�MS�UHSRUW�SUHVV�NDLML��BKKB�������KWPO、����年 �月 �日閲覧）。�
��やまとごころ�MS、『インバウンド特集レポート� 過去最高なのに盛り上がらない"�� インバ

ウンド・クルーズ市場の実態』、����年 �月 �日、

（KWWSV���ZZZ�\DPDWRJRNRUR�MS�UHSRUW�������、����年 �月 ��日閲覧）。�
��高知県庁おもてなし課（����年 �月 �日）、高知県港湾振興課（����年 ��月 �日）でのヒ

アリングに基づく。�
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ウンド・クルーズ市場の実態』、����年 �月 �日、

（KWWSV���ZZZ�\DPDWRJRNRUR�MS�UHSRUW�������、����年 �月 ��日閲覧）。�
��高知県庁おもてなし課（����年 �月 �日）、高知県港湾振興課（����年 ��月 �日）でのヒ

アリングに基づく。�
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湾においては、岸壁の機能強化や客船ターミナルの整備などが進められている。特に「国

際クルーズ拠点港湾」��に指定された八代港と佐世保港等では、大型客船専用岸壁が整備

予定となっており、クルーズ船ブームに伴う他港との誘致競争が年々激しくなっている��。�

２つ目は、多様なクルーズ船の誘致である。アジア発着クルーズの寄港が増加する一方

で、日本の船やアジア発着以外の外国船会社による日本発着クルーズとワールドクルーズ

は、現在横ばいの状態である。アジア発着のクルーズ客船は大型で、１度に多くの外国人

旅客が本県を訪れることから、大きな経済効果を生み出す。しかし、かつて尖閣諸島問題

に伴う日中関係の悪化の際には、中国発着のクルーズ客船の寄港数が急落した。変動の大

きいアジア発着クルーズ頼りではなく、社会・政治情勢に影響されない多様なクルーズの

誘致に力を入れていくことも必要だと指摘されている��。�

�

【㻟】第 㻞期振興プランの策定㻌

このように高知新港を取り巻く状況変化の中、クルーズ客船誘致の役割が一層注目され

るようになった。�

ここで、高知県の産業政策の中での高知新港とクルーズ船インバウンドについて触れて

おこう。����年度に始まった高知県の「第 �期高知県産業振興計画」では、県の産業政策

の基本的枠組として、「地産外商」の取組を強化するとともに、より力強い「拡大再生産」

の好循環につなげるための抜本的な取組強化を掲げている。この中で、高知新港について

は、地産外商を支える輸出拠点として、需要に沿った港湾機能の向上をめざしていくこと

や、地産外商で創出される新たな貨物をとりこぼすことなく、高知新港へ集約していくこ

とが記されている。また、こうした輸出促進に加えて、国際観光の促進の観点から外国人

観光客の飛躍的な増加の実現を図る方向性も示され、増加するクルーズ客船のおもてなし

と物流機能との共存という面からも、機能充実に向けた取組が必要であると記された��。�

このような位置づけを踏まえ、高知新港に関しても、����～��年度の �カ年における新

たな振興計画として、「第 �期高知新港振興プラン」（以下「第 �期振興プラン」とする）

が策定された。同プランでは、高知新港の有するポテンシャルを �つ挙げている��。�つ目

は、高知新港は、西日本の主要港の中でも太平洋側に面するという地理的な船の特徴があ

り、瀬戸内海を航行したり、大阪湾等に進入したりするルートに比べると入出に時間・費

用がかからないのが強みといえる。� つ目は、水深の深い岸壁などの施設が充実している

ため、世界最大級の大型クルーズ客船（��万ｔ級）が着岸可能であり、クルーズ船の �隻

同時着岸も可能である。� つ目は、高知新港は、コンテナ貨物やバルク貨物の増加に応じ

て、ヤード拡張が可能な余地を残していることである。観光面でも最大 ���台のバスが駐

車可能であるなど、貨物・旅客の需要増加にも対応できる充分なスペースを有しているこ

���国際クルーズ拠点港湾とは、官民連携により国際クルーズ拠点を形成するため、旅客船等
への投資を行うクルーズ船社に岸壁の優先使用などを認める制度であり、岸壁の安定的な確

保とクルーズ船社による投資が行われるというものである。同上、�頁。�
���同上、�頁。�
���同上、�頁。�
���高知県『第 �期高知県産業振興計画� ����～��年』、��頁。�
���『第 �期振興プラン』、前掲書、��頁。�

� � ①集貨・航路誘致方策（コンテナ貨物、バルク貨物、フェリー・5252船）�

� � ②企業誘致方策�

� � ③クルーズ船誘致方策�

� � ④地震・津波対策の強化�

� � ⑤土地利用、施設配置、港湾施設の整備方針�

�

� そこで、高知新港における関連施策を整理した表Ⅰ－１を踏まえ、クルーズ客船誘致方

策について紹介する。�

第 �に行われたのは、受入態勢の整備（港湾施設整備）である。これは、係船柱や防舷

材等整備に関して船会社と協議するとともに、他港の動向を分析して整備を検討するとい

うものである。第 �に、受入態勢の整備（観光客の受入）であり、外部委託の検討を行っ

た。第 �に、効果的な広報・セールス活動の推進であり、海外へのポートセールスや県内

モニターツアーの実施が掲げられた�。その上で、����～�� 年の � 年間に、クルーズ船の

寄港実績は年平均 � 回であったことから、「第 � 期振興プラン」では、その目標値を倍の

��回以上、外国クルーズ客船は �回以上と定められた。�

こうして、クルーズ客船については、メインバースの供用開始と大型外航クルーズ客船

の受入に対応した周辺施設の整備や積極的な誘致活動により、����年度から寄港回数が大

幅に増加した。当初は年間 ��回以上（外国クルーズ客船 �回以上）という寄港回数の目標

に対して、�� 回（邦船 � 回、外国船 �� 回）という実績を達成したのである。また、高知

新港の経済効果のうち、クルーズ客船に関するもの（����年度推計）は、直接効果が ���

億円、間接効果を含むものが ����億円となった�。�

一方、高知新港の利用拡大に伴って、いくつか課題も表れるようになった。まず、貨物

船とクルーズ客船との岸壁の利用調整である。経済活動と観光産業の調和的な発展にどう

取り組むかが、高知新港における重要な課題として浮上している�。�

また、クルーズ船誘致については、次の � つの課題が出てきた。� つ目は、増大するア

ジア発着クルーズ客船の効率的かつ持続可能な受入である。現在、クルーズ客船が急増し

ているのは外国客船のアジア発着クルーズであるが、クルーズ船会社は常に新たな港と観

光地を求めている。こうした動きに対応するため、下関港や鹿児島港などの西日本の各港�

�

表表ⅠⅠ――１１�� 高高知知新新港港ににおおけけるるククルルーーズズ船船関関連連施施策策��

��������年年�� ��高知港外国客船受入協議会が立ち上げ�

��������年年�� ��７－１岸壁の一部浚渫（サンプリンセス対応）�

��������年年�� ��超大型客船に対応した係船柱や防舷材等の整備（～����年）�

��������年年�� ��外国クルーズコンベンション等での 35を強化�

高知港外国客船受入協議会のメンバー拡充のよる受入態勢の強化�

��������年年�� ��外部委託による客船受入強化�

���台駐車可能なバスヤード、道路、トイレの整備�

客船ターミナル整備（����年度完成予定）�

� � 出所：高知県港湾振興課「第 �期振興プラン」より作成。�
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湾においては、岸壁の機能強化や客船ターミナルの整備などが進められている。特に「国

際クルーズ拠点港湾」��に指定された八代港と佐世保港等では、大型客船専用岸壁が整備

予定となっており、クルーズ船ブームに伴う他港との誘致競争が年々激しくなっている��。�

２つ目は、多様なクルーズ船の誘致である。アジア発着クルーズの寄港が増加する一方

で、日本の船やアジア発着以外の外国船会社による日本発着クルーズとワールドクルーズ

は、現在横ばいの状態である。アジア発着のクルーズ客船は大型で、１度に多くの外国人

旅客が本県を訪れることから、大きな経済効果を生み出す。しかし、かつて尖閣諸島問題

に伴う日中関係の悪化の際には、中国発着のクルーズ客船の寄港数が急落した。変動の大

きいアジア発着クルーズ頼りではなく、社会・政治情勢に影響されない多様なクルーズの

誘致に力を入れていくことも必要だと指摘されている��。�

�

【㻟】第 㻞期振興プランの策定㻌

このように高知新港を取り巻く状況変化の中、クルーズ客船誘致の役割が一層注目され

るようになった。�

ここで、高知県の産業政策の中での高知新港とクルーズ船インバウンドについて触れて

おこう。����年度に始まった高知県の「第 �期高知県産業振興計画」では、県の産業政策

の基本的枠組として、「地産外商」の取組を強化するとともに、より力強い「拡大再生産」

の好循環につなげるための抜本的な取組強化を掲げている。この中で、高知新港について

は、地産外商を支える輸出拠点として、需要に沿った港湾機能の向上をめざしていくこと

や、地産外商で創出される新たな貨物をとりこぼすことなく、高知新港へ集約していくこ

とが記されている。また、こうした輸出促進に加えて、国際観光の促進の観点から外国人

観光客の飛躍的な増加の実現を図る方向性も示され、増加するクルーズ客船のおもてなし

と物流機能との共存という面からも、機能充実に向けた取組が必要であると記された��。�

このような位置づけを踏まえ、高知新港に関しても、����～��年度の �カ年における新

たな振興計画として、「第 �期高知新港振興プラン」（以下「第 �期振興プラン」とする）

が策定された。同プランでは、高知新港の有するポテンシャルを �つ挙げている��。�つ目

は、高知新港は、西日本の主要港の中でも太平洋側に面するという地理的な船の特徴があ

り、瀬戸内海を航行したり、大阪湾等に進入したりするルートに比べると入出に時間・費

用がかからないのが強みといえる。� つ目は、水深の深い岸壁などの施設が充実している

ため、世界最大級の大型クルーズ客船（��万ｔ級）が着岸可能であり、クルーズ船の �隻

同時着岸も可能である。� つ目は、高知新港は、コンテナ貨物やバルク貨物の増加に応じ

て、ヤード拡張が可能な余地を残していることである。観光面でも最大 ���台のバスが駐

車可能であるなど、貨物・旅客の需要増加にも対応できる充分なスペースを有しているこ

���国際クルーズ拠点港湾とは、官民連携により国際クルーズ拠点を形成するため、旅客船等
への投資を行うクルーズ船社に岸壁の優先使用などを認める制度であり、岸壁の安定的な確

保とクルーズ船社による投資が行われるというものである。同上、�頁。�
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���高知県『第 �期高知県産業振興計画� ����～��年』、��頁。�
���『第 �期振興プラン』、前掲書、��頁。�

� � ①集貨・航路誘致方策（コンテナ貨物、バルク貨物、フェリー・5252船）�

� � ②企業誘致方策�

� � ③クルーズ船誘致方策�

� � ④地震・津波対策の強化�

� � ⑤土地利用、施設配置、港湾施設の整備方針�

�

� そこで、高知新港における関連施策を整理した表Ⅰ－１を踏まえ、クルーズ客船誘致方

策について紹介する。�

第 �に行われたのは、受入態勢の整備（港湾施設整備）である。これは、係船柱や防舷

材等整備に関して船会社と協議するとともに、他港の動向を分析して整備を検討するとい

うものである。第 �に、受入態勢の整備（観光客の受入）であり、外部委託の検討を行っ

た。第 �に、効果的な広報・セールス活動の推進であり、海外へのポートセールスや県内

モニターツアーの実施が掲げられた�。その上で、����～�� 年の � 年間に、クルーズ船の

寄港実績は年平均 � 回であったことから、「第 � 期振興プラン」では、その目標値を倍の

��回以上、外国クルーズ客船は �回以上と定められた。�

こうして、クルーズ客船については、メインバースの供用開始と大型外航クルーズ客船

の受入に対応した周辺施設の整備や積極的な誘致活動により、����年度から寄港回数が大

幅に増加した。当初は年間 ��回以上（外国クルーズ客船 �回以上）という寄港回数の目標

に対して、�� 回（邦船 � 回、外国船 �� 回）という実績を達成したのである。また、高知

新港の経済効果のうち、クルーズ客船に関するもの（����年度推計）は、直接効果が ���

億円、間接効果を含むものが ����億円となった�。�

一方、高知新港の利用拡大に伴って、いくつか課題も表れるようになった。まず、貨物

船とクルーズ客船との岸壁の利用調整である。経済活動と観光産業の調和的な発展にどう

取り組むかが、高知新港における重要な課題として浮上している�。�

また、クルーズ船誘致については、次の � つの課題が出てきた。� つ目は、増大するア

ジア発着クルーズ客船の効率的かつ持続可能な受入である。現在、クルーズ客船が急増し

ているのは外国客船のアジア発着クルーズであるが、クルーズ船会社は常に新たな港と観

光地を求めている。こうした動きに対応するため、下関港や鹿児島港などの西日本の各港�

�

表表ⅠⅠ――１１�� 高高知知新新港港ににおおけけるるククルルーーズズ船船関関連連施施策策��

��������年年�� ��高知港外国客船受入協議会が立ち上げ�

��������年年�� ��７－１岸壁の一部浚渫（サンプリンセス対応）�

��������年年�� ��超大型客船に対応した係船柱や防舷材等の整備（～����年）�
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高知港外国客船受入協議会のメンバー拡充のよる受入態勢の強化�

��������年年�� ��外部委託による客船受入強化�

���台駐車可能なバスヤード、道路、トイレの整備�
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� � 出所：高知県港湾振興課「第 �期振興プラン」より作成。�
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イトの設立などを行っている。特に、言語トラブルに対する対応には力を入れており、地

元のボランティア団体や学生を中心に通訳を依頼し、問題の減少を図ると同時に、地元住

民と外国人観光客とのふれあいによる社会的な効果も望んでいるとのことである。加えて、

県は、����年より外国籍船の会社を招待して、モニターツアーを実施したり、米国の見本

市への出店など、クルーズ船誘致を強化するために積極的な取り組みを続けている。�

その一方で、港湾を持つ全国各地のクルーズ船誘致合戦も過熱していることから、一層

他県との連携がより必要になってきているという。また、高知県に寄港する外国籍クルー

ズ旅客に向けた県内観光地を巡る観光ツアーが県内の旅行代理店より提供されている他、

外国人観光客を案内するボランティアや通訳スタッフの姿も見られるようになってきてお

り、こうした取り組みにも注目しているとのことである。�

� 今回の聞き取り調査の中で、何度も「おもてなし・おせっかい文化」という言葉が述べ

られ、「県民が主体となって外国人観光客と接してほしい」と行政の担当者が望んでいるこ

とがわかった。しかしその一方で、現在では、決められた観光ツアーのプランであるため

観光の幅を広げられないことや、財政的な理由によって海外クレジットカード対応の換金

所の設置が困難であることなど、クルーズ船誘致における問題点も挙げられた。�

� 以上、全国的なクルーズ船ブームの背景と高知県のクルーズ船港湾の取り組みをみてき

た。では、現在ではクルーズ船インバウンド観光は一体どういう状況にあるのだろうか。

次章からはその動向に迫ることにしよう。�

� �

とである。�つ目は、����年度に高知インターチェンジから高知南インターチェンジの区

間が供用開始となり、高知新港と高速道路が結びつき、物流面で効率化されることである。�

こうしたポテンシャルを活かすべく、高知新港の目指す姿として、物流面では「四国に

おける東南アジア方面への輸出拠点（コンテナ貨物）」及び「地場産業を支える物流拠点（バ

ルク貨物）」、観光面では「西日本太平洋側における国際クルーズ拠点」をそれぞれ掲げ、

さらに物流機能と観光機能の調和を図るため、「物流及びクルーズ観光が高次に共存した

港湾」を加えた �項目が設定された��。その上で、第 �期振興プランでは、「西日本太平洋

側のクルーズ客船寄港地として定着化・発展」することを基本目標に、次の �つの戦略が

たてられた。� つ目は、アジア発着クルーズの増加に対応した効果的で持続可能な受入体

制の構築、�つ目は、多様なクルーズ船（邦船、外国客船による日本発着クルーズ、ワール

ドクルーズ）の誘致、�つ目は安全で快適な寄港を実現するための港湾機能の強化である。�

そして期間内目標値は、アジア発着クルーズが ����年度の ��回から ����年度、��回、

外国船による日本発着・ワールドクルーズと邦船は、����年度の ��回から ����年度は ��

回とし、合計では ����年度に寄港回数 ���回という目標値が掲げられたのである��。�

�

３．高知県庁おもてなし課の政策・取組㻌

㻌

� 以上述べたクルーズ船関連政策は、単なる港湾政策だけにとどまらない。クルーズ船客

を高知観光に結びつける狙いがある以上、高知県や高知市の観光政策とも関わる問題とな

ってくる。そこで次に、高知県おもてなし課でのクルーズ船客向け観光政策について注目

しよう��。�

� 「おもてなし課」とは、観光地の整備や受入体制を整えて観光客を迎えるといった観光

振興推進について取り組む課である。近年増加傾向にある外国人観光客受入において、お

もてなしの心で迎える県民運動の推進や受入整備を行うことを目的としている��。�

クルーズ船については、高知に寄港した外国人旅客に向けた観光事業の促進を行ってい

る。まず、観光客の多くが訪れる中心市街地内の対応策や現状報告についての話し合いの

場を、商店街関係者などと一緒に定期的に設けるなど、実際に外国人観光客とふれ合う地

元の販売業者との連携を図っている。また、地元の高校生・大学生・留学生・おせっかい

協会��との連携や、災害発生時に備えた多言語掲示板の配置、外国人観光客向けの観光サ

���同上、��頁。�
���同上、��頁。�
���ここでは、高知県庁おもてなし課での聞き取り調査（����年 �月 �日）に基づく。�
���高知県庁おもてなし課（

�
���高知おせっかい協会（KWWS���ZZZ�N�RVHNNDL�FRP�，����年 �月 �日閲覧）。おせっかい協

会とは外国人観光客がよりよい環境で観光が出来るよう整備を行っていく、高知県内で活動

する団体である。�
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この減少の大きな理由として、中国を発着地とするクルーズ船の寄港が �� 回から � 回

に激減したことが挙げられる。県港湾振興課によると、多くの船会社が中国市場に参入し

た結果、価格競争が激化して客単価が下がり、それを戻そうと船会社が撤退しているから

ではないかと分析している。しかも、中国発着船には大型船が多いため、クルーズ客も ����

～��年度に ��万人超から �割近く減少するという見通しを立てている��。その意味で、ク

ルーズ船誘致には、寄港地自らがコントロールできない外的要因に左右されやすく、その

分、受入地域も翻弄されるリスクがあることに留意しなければならない。�

次に、高知県に来航したクルーズ船の国籍別動向を検討しよう�図Ⅱ���。����年には全

体で �社が来航しており、その内訳は、米国の会社と日本の会社が半数ずつとなっている。

これに対して翌 ���� 年には船会社数が � 社に増えており、国籍別では米国 ��％、日本

��％、イギリス ��％、フランス ��％である。さらに ����年には取引会社は �社となり、

米国 ��％、日本 ���、イタリア、香港、イギリス、スイスがそれぞれ ��％という結果であ

る。�

以上のデータより、高知県のクルーズ船事業については、取引会社数がわずか数年で倍

増するとともに、船会社の国籍の多様化も進んでいるといえる。�

さらに、図Ⅱ��は、これらの船会社の保有するクルーズ船寄港数の国籍別割合を示した

ものである。����年には �回のクルーズ船来航があったが、うち ��％が米国、��％が日本

の船であった。ところが ����年には来航回数が ��回まで急増し、その内訳は米国が ��％、

日本が ��％、イギリスが �％、フランスが �％であった。さらに ����年には来航回数は ��

回と増え、内訳はアメリカが ��％、日本が ��％、イタリアが ��％、香港が �％、イギリ

ス、スイスが �％であった。ここでも、年々寄港船籍が多様化していることが読み取れる。�

�

図Ⅱ㻙㻞㻌 クルーズ船会社の国籍別割合㻌

出所：高知県庁港湾振興課『各年度寄港実績一覧』より作成。�
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第２章 高知県におけるクルーズ船受入動向 

  

��

� 前章では、クルーズ船誘致活動の拡大の背景と、それに伴う高知県のクルーズ船誘致推

進の取り組みを見てきた。これを踏まえ、本章では、実際に高知県にどのような船が来航

しているのかについて、主に高知県港湾振興課でのヒアリング内容を基に分析する。そし

て、データを基に高知県のクルーズ船受入動向の特徴を把握する。�

�

㻝． 高知県へのクルーズ船寄港の変動状況㻌
��

最初に、高知県が受け入れるクルーズ船の推移と特徴について紹介する。図Ⅱ��は、過

去４年間のクルーズ船の寄港回数と来航客数の推移について示したものである。すでに１

章でも触れているが、寄港回数は、����年には �回であったのが、����年には ��回、����

年には �� 回と、���� 年を境に急増している。その内訳を見ると、主に外国船の寄港回数

が大幅に増加していることが読み取れる。また、来航客数も、���� 年には約 ���� 人であ

ったのが、���� 年には約 � 万 ���� 人、���� 年には約 � 万 ���� 人と、���� 年を機に急激

に上昇し、そこから順調に数字を伸ばしていることがわかる。�

これらのデータから、����年からの来航客数の急激な増加は、外国船受入の拡大が影響

しているといえるだろう。この急激な受入拡大の要因として、前章で述べたような高知新

港の大規模整備による誘致効果および高知県におけるクルーズ船誘致活動が挙げられる。

とはいえ、クルーズ船の来航数には、変動がつきものであるという点にも留意が必要であ

る。実際、����年の寄港数は ��回となり、一転して減少しているのである。�

�

�
出所：高知県港湾振興課『クルーズ客船等の入港予定等について（����年 ��月 ��日時点）』および高

知県庁港湾振興課ヒアリングより作成。�
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図Ⅱ㻙１ 高知新港における

クルーズ船の寄港回数と来航客数の推移
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㻟．クルーズ船インバウンドの現状と課題㻌

㻌

㻌 では、クルーズ船インバウンドには、一体どのような特徴があるのだろうか。�

第 �に、来船客の増加が大きく、観光への効果が期待される点である。国土交通省は、

クルーズ船は寄港地を中心に一度に多くの観光客が訪れ、グルメ、ショッピングなど地域

での消費が生まれるとともに、外国人観光客との交流が進展するなど、地方創生に大きく

寄与すると記している��。高知でも ����年度より、岸壁での受入業務に関して外部委託

を導入し、歓迎式典やよさこい鳴子踊り披露、観光案内や物販サービスなどのイベント等

を充実させた結果、船会社や乗船客から高評価を得ている。また、外国客船寄港時に高知

新港から距離のある中心市街地へ乗船客等を誘導するため、無料のシャトルバスを運行

し、多くの乗船客等が利用することで、市街地のにぎわい創出にもつながっている��。� �

第 �に、プラス面だけではなく、インバウンド観光の規模の大きさが様々な負担をもた

らす点である。例えば、市内観光には通関が必要だが、滞在時間が限定されることや、大

規模移動に伴う移動手段の負担や観光地での「観光公害」など、地域住民に負担をかける

ことも生じている。�

第 �に、こうしたクルーズ船は、あくまでクルーズ船会社の選択に左右されるという点

である。先ほど述べたように、船会社の都合で船が突然キャンセルになったりするケース

があるが、こうした事態に受入側の地域はどうすることもできず、万全の準備をしていて

も空振りに終わることもある。つまり、その都度受動的に対応するしかないのである。�

以上の特徴を踏まえ、クルーズ船の受入体制の課題を、�つに分けて述べていく。�

第 �に、客船寄港の増加に伴う負担増への対策である。まず、岸壁でのイベントやシャ

トルバスの運行にかかる外部委託経費が増加しており、１寄航当たり平均約 ���万円もか

かっている。また、観光案内や物販サービス等の岸壁でのおもてなしについては、仮設テ

ントを設置して実施しているため、寄港時の天候に大きく左右されてしまうことが挙げら

れており、実際、イベント等が実施できない状況も発生している。また、岸壁でのイベン

ト等の内容が毎回同じようなものとなってしまい、リピータ―を確保していくという観点

からは、受入内容のマンネリ化も危惧される��。�

第 �に、&,4（出入国管理、税関など）入国審査についてである。入国検査では、専用の

客船ターミナルがないため、クルーズ客船の岸壁への着岸後に審査官が船内に乗り込み、

機材等を設置し手続きを行っており、この設置に要する時間だけで約 �時間かかっている。

図Ⅱ㻙㻟㻌 クルーズ船寄港数での国籍別割合㻌

出所：高知県港湾振興課『各年度寄港実績一覧』より作成。�

�

㻞．クルーズ船の乗客の傾向㻌

��

次に、高知県に寄港するクルーズ船の乗客動向について見てみよう（図Ⅱ��）。�

����年の来航客は約 ����人であり、うち日本人が ��％、中国人が ��％、その他が米国、

香港、オーストラリア、カナダからの観光客であった。ところが、����年には来航客は約

�万 ����人と前年の ��倍と激増するとともに、国籍別でも、日本人の割合が ��％に低下

する一方、中国人が ��％と最も多くなり、その他にはイギリス、香港、台湾、米国からの

観光客で占められるようになった。前年度と比べて日本人と中国人の割合がちょうど逆転

していることがわかる。さらに ����年には、来航客は約 �万 ����人まで増え、内訳を見

ると日本人が ��％まで比率を下げているのに対して、中国人の割合が ��％とさらに高ま

っており、その他台湾、米国、香港、イギリスからの観光客で占められている。この推移

から明らかなように、中国人来船客の割合が年々高くなっていることがわかる。�

以上のデータより、高知県のクルーズ船受入の傾向については、����年から外国船の受

入が急増していること、船会社の国籍の多様化が年々進んでいること、クルーズ船発着地

の関係から中国人観光客の割合が年々増加しているとまとめることができる。�

図Ⅱ㻙㻠㻌 国籍別観光客割合㻌

㻌

注：詳しいデータは開示できないとのことであったため、概数を示している。�

出所：高知県港湾振興課ヒアリング�����年 ��月 ��日�より作成。�

アメリカ

㻟㻣㻑日本

㻢㻟㻑

（㻞㻜㻝㻡年度） 㼚㻩㻤

アメリカ

㻣㻜㻑

日本

㻞㻜㻑

イギリス㻣㻑

フランス㻟㻑

（㻞㻜㻝㻢年度） 㼚㻩㻟㻜

アメリカ

㻢㻜㻑
日本

㻝㻣㻑

イタリア

㻝㻡㻑

香港

㻞㻑

イギリス

㻟㻑
スイス

㻟㻑

（㻞㻜㻝㻣年度） 㼚㻩㻠㻜

日本

㻡㻜㻑

中国

㻞㻜㻑

その他

㻟㻜㻑

（㻞㻜㻝㻡年度） 㼚㻩㻢㻜㻜㻜

日本

㻞㻜㻑

中国

㻡㻜㻑

その他

㻟㻜㻑

（㻞㻜㻝㻢年度） 㼚㻩㻣㻤㻘㻜㻜㻜
日本

㻝㻜㻑

中国

㻢㻜㻑

その他

㻟㻜㻑

（㻞㻜㻝㻣年度） 㼚㻩㻥㻥㻘㻜㻜㻜



− 49 −

㻟．クルーズ船インバウンドの現状と課題㻌
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第 3章 クルーズ船インバウンド観光と地域経済への影響 

  

  

本章では、高知新港から高知経済に視点を移し、高知県におけるクルーズ船の寄港に伴

うインバウンド観光の地域経済効果を分析する。具体的には、観光客の消費に直接関わる

と予想される高知新港、高知市中心商店街、インバウンド専用ドラッグストアに注目し、

その実態をヒアリング調査とアンケート調査をもとに明らかにする。加えて、クルーズ船

観光客の県内移動手段である貸切バスにも注目し、県内輸送業への波及効果についても検

討する。県内でも話題のクルーズ船観光客の急増は、実際にはどのような影響をもたらし

ているのだろうか。地域の視点からクルーズ船受入の実態について考察していきたい。�

��

㻝㻝．． 高高知知新新港港ででのの地地元元物物販販販販売売へへのの影影響響㻌㻌
㻌㻌

まず、クルーズ船観光客の乗降場所である高知新港での観光客の消費動向から始めよう。

高知新港では、クルーズ船が訪れた際には地元業者が港で出店し、土産物などを販売して

いる。以下ではその地元業者の出店の影響について明らかにする��。�

まず、出店業者について紹介する。高知新港で

出店するには「高知港振興協会」への加盟が条件

となる。以前は本協会に加盟しなくても出店で

きたが、寄港が増加した ����年からは出店希望

業者が急増したことから、協会加盟を出店の条

件とした。高知港振興協会とは、高知新港の発

展・活性化のため、加盟団体で協力体制を整える

という目的で ����年に設立された組織である。

クルーズ船観光が流行する前は、物販関係では �

社のみであったが、���� 年以降増加し、現在は

��社の物販業者が加盟している。�

加盟団体は、毎年協会に会費を払い、出店が許可される。加盟業者の市町村別分布は、

高知市内が ��件と最も多く、土佐市、香南市、佐川町が �件ずつである。１回のクルーズ

船来港で、この加盟業者の中から平均して �～�業者が出店している。�

では、クルーズ船観光客は、どういうものを購入するのだろうか。観光客の購入するも

のとしては、お菓子や土産物、木工品、着物などの日本独自のものや、日本らしさのある

ものが人気である。例えば、高知県の特産品である芋けんぴやミレービスケットなどのお

菓子を販売している事業者は、出店業者の中でも特に人気があるそうだ。さらに電化製品

や 32/$�の化粧品なども、主に消費型観光を特徴とする中国人に人気である。�

続いて、高知新港の物販における売上の推移を見てみよう（図Ⅲ��）。事業者数について

は過去 �年間で大きな変化はないが、売上合計については変化がみられる。����年には約

写真Ⅲ㻙㻝㻌 高知新港での物販の様子㻌

このため乗船客の滞在時間も減少し、観光地は市内に集中してしまうとのことである ��。

税関検査については、岸壁に設置した仮設テント内で行っているため、スペースが狭く、

また炎天下や雨天の中乗船客が滞留してしまうケースがある��。�

第 �に、市街地での受入、特に観光の問題である。乗船客のツアー先のほとんどが高知

市内に集中しており、市街地における食事場所や駐車スペースなどが不足している。また、

���� 人規模の乗船客が移動する際には約 ��� 台近くのバスを確保しなければならないが、

高知県内だけではバスの確保が難しく、四国他県のバスも活用している状況である。�

� 以上の課題に対する対応策として、県としては次の � つが考えられている。� つ目は、

持続可能なおもてなしの実施である。ここでは、県民参加によるおもてなしの充実が図ら

れており、県内の小・中・高等学校、専門学校、大学等との連携を図り、各種イベントの

実施や、観光案内所での通訳やボランティア活動など、岸壁や市街地における受入体制の

充実を図っている��。また、県民に対して、クルーズに関する講演やセミナー、マスコミや

ホームページ等に広報を積極的に展開することで、クルーズ客船に関心をもってもらう取

り組みを継続している。そして、高台企業用地にクルーズ客船の展望スペースを設けるな

ど、県民がクルーズ客船に親しめるよう検討する��。また、経済性も考慮した効率的なおも

てなしの実施も考えており、客船ターミナルや照明灯などの整備により、仮設テント等岸

壁での受入に要する経費を低減するとともに、雨天時に対応できるボーディングブリッジ

の整備を検討するなど、天候に左右されないおもてなしを実施することも検討している��。�

� つ目は、円滑な &,4 審査の実施である。客船ターミナルを整備して &,4 審査スペース

を設けることにより、&,4 審査に要する時間の短縮を図れば、乗船客の市内滞在時間の増

加につなげることができ、観光や買い物等経済効果の増加が期待できる。特に、高知新港

は、クルーズ客船寄港のファーストポートまたはラストポートの割合があわせて約 �割と

高く、&,4審査の円滑化がクルーズ客船の誘致にもつながっていくと考えている��。�

� つ目は、ツアー先観光地の拡大である。高知南国道路や高知西バイパスの整備などを

背景に、高知県観光振興部や高知県観光コンベンション協会と連携し、外国船会社や旅行

会社への訪問や県内観光地等を視察するモニターツアーの実施などを通じて新たなオプシ

ョンツアーの造成を提案していくことが挙げられている��。�

以上、高知県におけるクルーズ船の動向と特徴を高知新港に絞って検討し、その課題を

具体的に明らかにしてきた。では、クルーズ船インバウンド観光は高知にどのような影響

を及ぼしているのだろうか。次章では港湾という点から地域という面に拡げて検討してい

きたい。� �

���高知県土木部港湾振興課『第 �期高知新港振興プラン』、����年 ��月、��頁

（KWWS���ZZZ�SUHI�NRFKL�OJ�MS�VRVKLNL��������ILOHV���������������ILOHB����������

�����B��SGI、����年 �月 ��日閲覧）。�
���同上、��頁。�
���同上、��頁。�
���同上、��頁。�
���同上、��頁。�
���同上、��頁。�
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第 3章 クルーズ船インバウンド観光と地域経済への影響 

  

  

本章では、高知新港から高知経済に視点を移し、高知県におけるクルーズ船の寄港に伴

うインバウンド観光の地域経済効果を分析する。具体的には、観光客の消費に直接関わる

と予想される高知新港、高知市中心商店街、インバウンド専用ドラッグストアに注目し、

その実態をヒアリング調査とアンケート調査をもとに明らかにする。加えて、クルーズ船

観光客の県内移動手段である貸切バスにも注目し、県内輸送業への波及効果についても検

討する。県内でも話題のクルーズ船観光客の急増は、実際にはどのような影響をもたらし

ているのだろうか。地域の視点からクルーズ船受入の実態について考察していきたい。�

��

㻝㻝．． 高高知知新新港港ででのの地地元元物物販販販販売売へへのの影影響響㻌㻌
㻌㻌

まず、クルーズ船観光客の乗降場所である高知新港での観光客の消費動向から始めよう。

高知新港では、クルーズ船が訪れた際には地元業者が港で出店し、土産物などを販売して

いる。以下ではその地元業者の出店の影響について明らかにする��。�

まず、出店業者について紹介する。高知新港で

出店するには「高知港振興協会」への加盟が条件

となる。以前は本協会に加盟しなくても出店で

きたが、寄港が増加した ����年からは出店希望

業者が急増したことから、協会加盟を出店の条

件とした。高知港振興協会とは、高知新港の発

展・活性化のため、加盟団体で協力体制を整える

という目的で ����年に設立された組織である。

クルーズ船観光が流行する前は、物販関係では �

社のみであったが、���� 年以降増加し、現在は

��社の物販業者が加盟している。�

加盟団体は、毎年協会に会費を払い、出店が許可される。加盟業者の市町村別分布は、
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では、クルーズ船観光客は、どういうものを購入するのだろうか。観光客の購入するも
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続いて、高知新港の物販における売上の推移を見てみよう（図Ⅲ��）。事業者数について

は過去 �年間で大きな変化はないが、売上合計については変化がみられる。����年には約

写真Ⅲ㻙㻝㻌 高知新港での物販の様子㻌

このため乗船客の滞在時間も減少し、観光地は市内に集中してしまうとのことである ��。
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持続可能なおもてなしの実施である。ここでは、県民参加によるおもてなしの充実が図ら

れており、県内の小・中・高等学校、専門学校、大学等との連携を図り、各種イベントの
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以上、高知県におけるクルーズ船の動向と特徴を高知新港に絞って検討し、その課題を

具体的に明らかにしてきた。では、クルーズ船インバウンド観光は高知にどのような影響

を及ぼしているのだろうか。次章では港湾という点から地域という面に拡げて検討してい

きたい。� �

���高知県土木部港湾振興課『第 �期高知新港振興プラン』、����年 ��月、��頁

（KWWS���ZZZ�SUHI�NRFKL�OJ�MS�VRVKLNL��������ILOHV���������������ILOHB����������

�����B��SGI、����年 �月 ��日閲覧）。�
���同上、��頁。�
���同上、��頁。�
���同上、��頁。�
���同上、��頁。�
���同上、��頁。�
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まで問題視はしていない。その理由は、この経費は高知新港の発展のために必要な出費で

あるからである。あくまで本協会は高知新港の発展に寄与するということが目的であるた

め、このような出費が増加することはむしろ事業の成果の表れであるととらえている。�

以上より、高知新港での物販については、確かにクルーズ船増加で物販販売効果は見ら

れることが分かった。しかし、クルーズ船の寄港が不安定であり、����年は収益が急激に

落ち込んでいる点は無視できない。また、高知新港の活性化に取り組む高知港振興協会で

は、クルーズ船来航時にかなりの額を出費している。全国的にクルーズ船誘致合戦が激し

くなる一方、クルーズ船会社の方針によって変動は避けられないことから、クルーズ船受

入の経済効果については、プラス面だけでなくマイナス面も視野に収める必要があろう。�

�

２．高知市中心商店街への影響㻌

㻌

とはいえ、クルーズ船観光客は港だけにとどまるわけではない。滞在時間のおよそ半日

は、高知市内各地を回遊することになる。そこで、視点を移動ルートに沿う形で、観光客

の消費行動を追いかけてみよう。�

クルーズ船が到着した後、船内の観光客は下船して、チャーターバスに乗り、決まった

ルートに沿って市内巡りをすることになる。具体的には、高知新港→高知城→ひろめ市場

→桂浜→五台山を廻るルートである。では、観光客は市内でどのような消費行動とってい

るのだろうか。以下では外国人観光客の“ゴールデンルート”の中に位置する、高知市内

中心商店街への影響に着目してみたい。なお、今回、高知市中心街再開発協議会の協力を

通じて、商店街各店舗へのアンケート調査を独自に行った。ここではその結果を基に、ク

ルーズ船インバウンド観光効果の実態に迫っていく。�

� まず、アンケート調査の概要について説明する。アンケート調査は、����年 ��月 ��日

～��日にかけて、クルーズ船観光客の経済効果をテーマに実施した。質問事項は、①外国

人観光客の来店はあるか、②クルーズ船来航時、売上は変化したか、またどのような商品

が多く売れたか、③観光客向けに特別な対応をしているか、④クルーズ船観光客について

現在どのような課題があるか、⑤自由記入欄の �つを設けた。調査したのは、帯屋町商店

街、はりまや橋商店街、京町・新京橋商店街という中心市街地の商店街に加盟する約 ���

店舗であり、そのうち回答数は ��店舗、回答率は ����％である。�

まず図Ⅲ�２・３は、クルーズ船寄港時の外国人観光客の来店の有無と、クルーズ船寄港

時の売上の変化である。外国人観光客の来店があると回答したのは全体の ��％と、ほとん

どの店に外国人観光客が足を運んでいた。しかしながら、クルーズ船寄港時に売上が上が

った店は、全体の ��％にとどまった。つまり、外国人観光客の来店はあるものの、売上が

伸びていない店が半数以上を占めていることになる。また、図Ⅲ－４は、外国人観光客向

けの特別な対応の有無に関しての質問であるが、「対応していない」と回答した店が全体の

��％と半数以上となっている。近年増加傾向にある外国人観光客に対する対応の低さが明

らかになった。

����万円、����年には約 ����万円、����年には約 ����万円の売上があり、����年が突

出して多くなっているのがわかる。このように、クルーズ船は地元業者に利益をもたらし

ているのは確かである。ただし、年ごとの変動の大きさも、気になるところである。�

����年度については年度途中の数字であるものの、クルーズ船事業は冬が閑散期といわ

れており、今後急激な売上の伸びは見込めないことから、前年割れすると思われる。事業

者数に変化がないにもかかわらず、売上が大幅に減少している理由としては、やはり ����

年の寄港回数の減少が大きい。しかもクルーズ船の寄港は地元でコントロールできず、直

前にキャンセルになることもある。こうした点に、クルーズ船特有の脆弱性がうかがえる。�

�

注：����年のデータはヒアリングを行った ����年 ��月 ��年時点での数値。�

出所：高知港振興協会『平成 ��年度� クルーズ客船物販出店売上一覧』より作成。�

�

一方、クルーズ船の受入には、いくつかの費用が掛

かる点も留意が必要である。高知県では、日本船では

年度始め、外国船では初来港時、その他節目となる来

港時にセレモニーを行う。その際に高知港振興協会で

は花束を約 � 万 ���� 円分� ����� 円相当のものを �

つ�、記念品として写真Ⅲ��のような ����円相当の写

真たてを用意する��。したがって、協会では１回のセレ

モニーで計 �万円の出費をすることとなる。�

また、協会の昨年度の年間収支をみると、協会費全

体の約 ��％を、「ポートセールス等利用促進事業」の項目が占めている��。昨年は初来港の

クルーズ船も多かったことから、先ほど述べたようなセレモニー等の出費が大きな割合を

占めていたと推察される。ただ、この一見多く見える出費について、協会側としてはそこ

図Ⅲ㻙１ クルーズ客船物販出店売上

写真Ⅲ㻙㻞㻌 記念品の写真たて㻌
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表表ⅢⅢ－－１１�� 商商品品取取りり扱扱いい一一覧覧トトッッププ９９��

�

順位� 商品名 順位� 商品名
1 衣料品 6 化粧品
2 靴 7 酒・食品
3 雑貨・土産物 8 浴衣・和装小物
4 サンゴ製品 9 スポーツ用品
5 時計宝石・眼鏡

�

�

�

�

�

次に、「売上がある」と回答した店での具体的な購入品に注目しよう。表Ⅲ－１は、商品

取扱リストトップ９をまとめたものである。アンケート結果から、すでに説明したように、

国産の化粧品や衣料品、サンゴアクセサリーなど、日本ならではの土産物が人気である。

しかし一方では、細目を見ると、欧米チェーン店のハンバーガーやビッグサイズのドリン

クなど、自国で慣れ親しんでいる物を購入していく観光客が見られることも判明した。�

さらに、観光客の国別差異を見てみよう。図Ⅲ－５～７は、取扱件数の多かった衣料品

分野、靴分野、雑貨・土産物分野の３項目の割合をピックアップした各購入品国別割合で�
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一方、高知県の特産品は、開店当初は複数品目を販売していたが、クルーズ船寄港時間が

毎回異なること、福岡本社から開店の度に出勤する社員が入高するタイミング、そして現

地の販売業者のスケジュールが合致しないことから、現在は高知県産の特産品は一切置い

ていない。このことから、観光客の物品購入による経済効果は、全て本社が置かれている

福岡市へ流出していることが分かる。�

� それに加えて、開店時の従業員の雇用効果も限定的である。アルバイト従業員は高知県

内で採用するものの、社員と登録販売者は福岡から派遣される。そのため、従業員雇用に

よる経済効果も大きくはない。�

� さらに、聞き取り調査によると、観光客は高知港への寄港前後の寄港地で免税品をすで

に購入するため、高知で免税店へ足を運びたいと思う観光客が少ないことを問題点として

挙げていた。そのため、今後は中国発のクルーズ船が高知への寄港を増加しても、収益面

から毎回開店する保証はないと述べていた。一方、先に述べたように、地元住民からは、

ドラッグオン出店に対して、地元の観光事業に貢献していないのではないかなど、疑問の

声も聞かれる。�

� これらのことから、ドラッグオンの出店は、事業拡大を図る県外企業の売上・利益拡大

にはつながるものの、地域経済効果は見込めないのは明白である。しかも、高知県をアピ

ールする場にもなりえないことから、今後も地域へのプラス効果は望めないと言える。�

�

㻌 【２】クルーズ船寄港による輸送業への影響㻦とさでん交通の事例㻌

� 一方、クルーズ船に関連する観光事業は、商業関係だけではない。クルーズ船観光客を

移動させるためにチャーターする大型バスも、来港時には活躍することになる。では、県

内運輸業への効果はどれくらいあるのだろうか。以下では、県内最大の事業者であるとさ

でん交通を例に挙げ、交通関係への影響に焦点を当てたい。�

とさでん交通は、第Ⅰ部でも紹介したとおり、高知市に本社を置く軌道・バス事業者で

ある。高知県内で軌道事業・乗合バス事業・貸切バス事業を行っていた土佐電気鉄道・高

知県交通・土佐電ドリームサービスの３社の経営統合・共同新設分割方式により、����年

��月 �日に設立された。従業員数は、パート・臨時を除いて ���名、出資金は ��億円�資

本金 �億円・資本準備金 �億円�である。事業内容は、軌道事業、旅客自動車運送事業、自

動車整備事業、航空代理事業、広告事業、物品販売事業、土地建物賃貸業等である。�

� では、クルーズ船と同社との関係を見ていこう。クルーズ船の乗客が下船後に行う観光

方法には、� 種類ある。個人での観光か、ツアーでの観光かである。個人で観光する場合

は、はりまや橋観光バスターミナルまでのシャトルバスを利用する方法と、高知新港から

タクシーに乗り、自分の行きたい観光スポットへ向かう方法である。一方、観光ツアーに

申し込んだ場合、船会社と提携した旅行会社が事前に組んだプランに従い、貸切バスに乗

って高知県内を観光する。このとき、とさでん交通は、観光ツアー用に貸切バスの依頼を

受けることになる。その理由は、同社のバス保有台数が県内最大だからである。�

� しかし、このクルーズ船観光客用の貸切バスには、大きな問題がある。一つ目が、バス

の台数と費用の問題である。もし、クルーズ船乗客数が ����名以上いた場合、必要となる

バス台数はおよそ ���台になる。しかし、とさでん交通が所有している大型バスはわずか

ある。ここで注目したいのは、３項目とも中国が圧倒的に多く、アジア人だけで７割を占

めている点である。中国人観光客は消費型の観光スタイルを取っていることが、ここから

も推察できる。�

今度は、各店舗から聞こえてきたクルーズ船観光客に関する意見について、自由記述か

ら取り上げてみよう。はじめに、クルーズ船来航に対してプラス思考の声としては、「活気

が増す」「外国人観光客と関わる良い機会になる」などといった意見が多く挙げられた。普

段体験できない異文化との接触やコミュニケーションは、クルーズ船寄港時の醍醐味と言

えよう。しかしながら、一方では、「通訳不足」「クルーズ船に関する情報が遅い」「案内掲

示板が足りない」「近くに両替機がない」といったマイナス意見もかなり多く挙げられた。

中でも、言語対応と決済方法に関する問題は、困っているという声が多く聞かれた。すで

にその対応策として、クレジット決済の導入や外国語パンフレットの準備、無料タブレッ

トの貸出を取り組んでいる店もある。しかしながら、やはり高価な両替機の導入や全店舗

でクレジット決済に対応することは、個別店舗では難しい。このまま通訳不足やキャッシ

ュレス化への課題が解決されないまま、クルーズ船寄港数が増えていけば、県内商店街で

は対応不足の悪循環を生み出すことが懸念される。クルーズ船寄港を推進するならば、こ

うした面での行政支援が不可欠であろう。�

以上のように、インバウンド観光を地域経済の成長につなげるためには、単なる寄港日

程・回数の増加にとどまらず、寄港後の地域内経済循環の拡大を目指し、特に商店街と行

政の間での情報共有とニーズ把握が必要不可欠である。つまり、クルーズ船受入に関する

課題解決に向けて、地元のための観光政策を進めていくことが重要なのではないだろうか。�

㻌

３．クルーズ船インバウンド観光と県外への経済流出㻌

�

【１】県外企業によるインバウンド専用ドラッグストアの高知進出：ドラッグオンの事例㻌

� ここまでクルーズ船インバウンド観光の高知への経済効果について注目してきた。だが、

クルーズ船観光がプラスの経済効果に結びつくとは限らない。そこで本節では、外国人観

光客の経済効果が県内へ還元されない問題について述べていく。第 �のケースとして、高

知市卸団地に進出してきた大型免税ドラッグストア「ドラッグオン」に注目したい��。�

ドラッグオンは、����年に福岡市を拠点に設立された株式会社ケアルプラスが経営して

いる大型免税ドラッグストアである��。このドラッグオンが高知市内に進出してきたのは

����年夏であり、卸団地内にオープンした。卸団地での出店を決めた理由は、中国発のク

ルーズ船が入港し、観光客を送迎する大型バスを駐車するスペースが確保できたことであ

る。中国人観光客クルーズ船からバスで送迎され、ドラッグオンにやってくる。購入して

いくものは、自国で購入が不可能な日本製の生活雑貨や化粧品などが中心であるという。

ドラッグオン福岡本社・卸団地担当者への電話での聞き取り調査（����年 ��月 ��日）に

基づく。�
���ドラッグオン「企業情報」（KWWS���ZZZ�GUXJRQ�MS�FRUSRUDWH�LQGH[�KWPO，����年 �月 �

日閲覧）。�
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おわりに 

 

 

以上、第Ⅲ部では、全国的にブームとなっているクルーズ船誘致と、それに伴う寄港地

でのインバウンド観光に注目してきた。高知では、クルーズ船誘致の取組を行政やボラン

ティア団体が中心となって推進する一方、クルーズ船受入効果が可視化できていなかった。

そこで、私たちは現状と課題を浮き彫りにすることを目指してきた。今回の調査の結果、

高知県のクルーズ船観光事業において、次の３つの像が明らかになった。�

� 第１に、クルーズ船寄港における変動の大きさである。クルーズ船ブームと国の政策の

結果、全国各地で誘致合戦が始まり、高知県でも誘致の取組が進められた。その結果、����

年は寄港が急増したものの、寄港数の増加直後である ����年には一転して減少した。その

大きな理由は、他の港湾との競争が激しくなっていることと、クルーズ船の運航が船会社

の判断で大きく変わり、港の側では変動的な対応はできないことである。つまり、地域の

側でクルーズ船の寄港をコントロールできないことが、持続的な観光効果のネックになっ

ているのである。�

� 第２に、クルーズ船インバウンドの経済効果の限界である。寄港数を増やしたいという

行政側の意向に反して、実際に港で物品販売を行う地元業者は、上で述べたように、寄港

回数の変動に応じて売上は増減せざるをえない。また、中心市街地にある商店街では、来

客数は増えたものの、目に見える経済的効果が感じられないという声が過半を占めた。し

かも、外国人観光客への対応も遅れている。一方、県外からのドラッグストアの進出やバ

ス需要の県外流出など、経済効果が域外に流出したり、バス移動に伴う高知市内での外部

不経済も問題として浮かび上がった。関係者の間で状況・課題を共有し、連携しながら現

在の問題を解消し、より態勢を整えていくことが求められる。�

� 第３に、クルーズ船受入政策と地域のニーズが合っていないことである。高知県の中で、

寄港する外国人観光客に合った受入態勢を整備したいと試みる一方で、クルーズ船事業に

携わる県庁各担当部署間で、協力体制の形成が不十分となっている。「おもてなし・おせっ

かい文化」の下で観光客を受け入れる姿勢は、高知県の特色を生かした観光事業である。

しかし一方では、態勢が不十分なまま誘致船数を増やす取り組みが進められており、寄港

後の問題が新たに出てきている。高知県の特徴を生かした観光事業を図る場合、行政内、

そして行政と地元業者・住民との間で、より連携の取れた観光事業の土台作りが必要であ

ると考えられる。�

近年の全国的なインバウンドの増加に伴い、高知県も観光事業にさらに熱をいれている

が、現在では目標と現実に大きなズレが生じている。まずそのズレを解消して現状を共有

し、地域のためのインバウンド観光を目指した無理のない目標設定が必要である。�

��台であるため、およそ ��台のバスが不足することになる。�

� では、不足分の貸切バスは、どのように補っているのか。実は、同社のみならず、県内

のバス会社のみではまかないきれないので、四国内の他県のバス会社から余っているバス

を、とさでん交通が手配しているのである。つまり、不足しているバス台数分の利益は、

隣県に流れ出てしまうということである。しかもその際には、県外のバスが高知新港へ往

復する費用もかかるため、必然的に余分なコストがかかってしまう。しかも、ツアー客が

減った場合にはキャンセル料が出るものの、天候などによりクルーズ船の来港自体がキャ

ンセルになった場合は、キャンセル料がとれないという問題もある。�

� ２つ目が、価格競争の問題である。現在のバス運賃の計算方法は、運行�㎞�による計算

運賃及び運行時間に �時間の計算運賃で成り立っているが、これは利用時間の大小により

大きく異なる。とさでん交通では隣県からバスを借りている分、バス運賃が高くなること

もあり、このことが運賃の価格差として表れているようである。バス会社には、とさでん

交通のような既存のバス会社のほか、保有台数が少ない新興バス会社、そして九州には中

国資本のバス会社が存在する。九州地区では、クルーズ船を主力で受注しているバス会社

よりも、中国資本系のバス会社がチャーター料金を引き下げて受注している。そのため、

旅行会社はそれと同等の運賃を求めてくるようだが、とさでん交通は法令に準ずる運賃支

払を求めており、クルーズ船インバウンド向けに運賃を低めに設定することはないという。�

� ３つ目が、バス依頼の時期に関する問題である。旅行会社からバス会社へ貸切バスの依

頼が来るのだが、だいたい半年前から急なケースだと �日前というようにばらつきが見ら

れる。貸切バスの需要には、他に学生などの遠足や合宿、県内の団体旅行などもある。つ

まり、貸切バスの予約は先着順であり、依頼されるタイミングが急であれば、貸切バスが

すでに予約で埋まった後であり、依頼されたバス台数が残っていない場合には対応できな

いこともある。これでは、いくらクルーズ船インバウンド観光に対応したくても、なかな

かできないということになる。�

� 最後に、大型バスとの関連で、市内施設への影響も指摘しておこう。クルーズ船インバ

ウンド観光はまだ新しく、高知県では対応する施設整備は間に合っていない。例えば、バ

スの駐車場が挙げられる。観光ツアー時に貸切バスを大量かつ同時に停車できるほどの広

さを持つ駐車場は高知市内には少ない。観光スポットには高知市中心部の高知城やひろめ

市場なども含まれるが、中心部であるためなおさら駐車場は限られる。そのため、観光ツ

アーではバス数台ずつ分かれて、時間をずらしながら廻っている。また、多くのバスが一

斉に通行することで、ときには渋滞を引き起こすこともある。全体的に交通面での対応が

遅れているのが現状である。�

� このように、クルーズ船インバウンド観光は、輸送業への大量需要が起きると思われが

ちだが、実際の県内メリットはわずかしかない。需給のアンバランスや不定期対応の難し

さ、価格競争、交通渋滞など、課題山積である。問題ばかりであるが、「他県に先駆け、高

知県が早めに誘致してきたクルーズ船事業は今後も伸ばしていくことが重要である」と担

当者はいう��。まずは現状を把握し、課題を �つずつ解消していくことが必要であろう。� �
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執筆分担と編集後記�

�

今回調査をするにあたり、ここ数年でインバウ

ンド観光客が増えているという実感は県民として

あったものの、どれくらいの規模で増えているか

やインバウンド観光客がどのようなモビリティ手

段を使って高知へ来訪しているのかなどヒアリン

グ調査を行う上明らかになりました。また様々な

施設にヒアリング調査を行う上で、高知県の事業

所はインバウンド観光客が観光しやすいように自

助努力を行っているが、やはり金銭的問題から

中々思う様に対応できないということも浮き彫り

となりました。政府はインバウンドを ����年には

���� 万人に増やすことを目標に飛行機の国際路線

を増やしたり、豪華客船を就航させるなど様々な

施策をとってはいるものの、田舎では急増するイ

ンバウンド観光客を十分に「おもてなし」できる

ほどの受入体制が追い付いていないため今後どの

ように対応していくかが問題となってくると考え

ています。今回のヒアリング調査やゼミ合宿の発

表など、学ぶものが多く大変良い経験となりまし

た。調査に協力してくださった方々、並びにご指

導してくださった岩佐先生、ゼミナールのメンバ

ーには、心より感謝いたします。�

�

私は高知大学に入学する前から高知県のインバ

ウンド観光に興味があり、今回ゼミナールを通じ

て調査できて良かったと思っています。私はイン

バウンド観光について考えるとき、これまでは、

高知県や日本の魅力は何か、言語対応はどうすれ

ばいいかなど、多くの外国人を誘致することに焦

点を当てて考えてしまいがちでしたが、合同ゼミ

発表会などやゼミでの活動を通し、インバウンド

観光のそもそもの目的や、メリット、デメリット

を意識して、テーマについて考えるようになった

のが自分の中での一番の成長だと感じています。

また、初めて本格的なヒアリングをしてみて、時

間が思うように作れなかったり、大変なこともあ

りましたが、県の行政機関や交通会社の方の貴重

な意見をお聞きすることができてとてもいい経験

になりました。ゼミの皆さん１年間ありがとうご

ざいました。来年も頑張りたいと思います。�

�

今回の調査を通して、地方だからこそ感じられ

る魅力に多くの外国人が興味をもち訪れているに

も関わらず、地方だから資金面的な問題を避ける

ことができずにモビリティの発達に思うように取

り組むことができないという現状があることが、

非常に難しい点だなと感じました。その中でやっ

ていくべきことは、私たち日本人が過ごしやすい�

�

�

環境を整えることが、外国人観光客の方たちがよ

り日本へ訪れやすくなる環境作りの第一歩なのか

なと思います。普段私はあまり公共交通機関を使

うことはないのですが、使用した際には、以前意

識しなかった車内アナウンスや英語表記などにつ

いて考えるきっかけが増え、今回の調査はそれだ

けでもとても意味のあることだったなと感じてい

ます。また先輩方や先生のご指導に直接触れられ

たことも、自分にとっては非常に大きな経験とな

りました。本当にありがとうございました。�

今回、今まで取り扱ったことのなかったモビリ

ティという分野の調査をする中で、様々な発見が

あり、とても刺激的でした。�

各交通機関にヒアリング調査に行き、それぞれ

の利用者数や問題点などがだんだんと明らかにな

ってくる中で、高知県全体をモビリティという観

点から俯瞰してみることができ、全体的な高知県

内の人の流れがだんだんとわかってきました。そ

ういった中で、インバウンド外国人への受け入れ

体制が、まだあまり進んでいないことが把握でき、

それに対する改善策を考案することがとても有意

義な調査になったと言えると思います。�

ただ、もう少し具体的に外国人観光客がどうい

ったルートで高知県内を回っているのかを把握で

きれば、より的確な改善策を提案できたと思いま

す。また、改善策を考案するにあたって、各事業

者や行政などの具体的な経済状況、それに伴った

実現可能性などをもう少し考慮することができれ

ばよかったと思うので、そこを踏まえて、次年度

の調査につなげていきたいと思います。�

�

� 高知県のモビリティの現状を把握するため、レ

ンタカーの実態を調査した。電話でのヒアリング

調査ははじめての体験でとても苦労したけれど、

電話を終えた際の達成感が大きく、良い経験がで

きたと思う。調査を終えて、車での観光が便利な

高知県だからこそ、インバウンドにとって使いや

すいよう制度を整え、レンタカーをもっと 35した

ら、高知県を訪れるインバウンドが増えるのでは

ないかと感じた。�

�

� 訪日観光客のモビリティに焦点を当てた調査は、

滞在型という高知県観光の特色から着想を得て始

まりました。調査ではまず、訪日観光客がどのよ

うな手段で高知県に来ているのかをヒアリングで

把握していくことから始まり、観光地を回る際に

不便に感じていることを把握しました。その後さ

らに、地元の交通事業者や行政機関へのヒアリン

グを基に、モビリティサービスを提供する側が抱

える課題を把握することに努めました。扱う範囲

最後に、クルーズ船の増大と地域住民との関係である。私たちが地域にもたらす実態を

調査していく中、高知県に住んでいる個々人がこの問題に対して正確に捉え、主体的に考

えながら行動していくことも大事であると考えるようになった。現在の姿が可視化できた

今、次は住民一人ひとりが、地域住民のための観光政策に主体として関わっていくことが

ますます求められているのである。�

�

�
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執筆分担と編集後記�

�

今回調査をするにあたり、ここ数年でインバウ

ンド観光客が増えているという実感は県民として

あったものの、どれくらいの規模で増えているか

やインバウンド観光客がどのようなモビリティ手

段を使って高知へ来訪しているのかなどヒアリン

グ調査を行う上明らかになりました。また様々な

施設にヒアリング調査を行う上で、高知県の事業

所はインバウンド観光客が観光しやすいように自

助努力を行っているが、やはり金銭的問題から

中々思う様に対応できないということも浮き彫り

となりました。政府はインバウンドを ����年には

���� 万人に増やすことを目標に飛行機の国際路線

を増やしたり、豪華客船を就航させるなど様々な

施策をとってはいるものの、田舎では急増するイ

ンバウンド観光客を十分に「おもてなし」できる

ほどの受入体制が追い付いていないため今後どの

ように対応していくかが問題となってくると考え

ています。今回のヒアリング調査やゼミ合宿の発

表など、学ぶものが多く大変良い経験となりまし

た。調査に協力してくださった方々、並びにご指

導してくださった岩佐先生、ゼミナールのメンバ

ーには、心より感謝いたします。�

�

私は高知大学に入学する前から高知県のインバ

ウンド観光に興味があり、今回ゼミナールを通じ

て調査できて良かったと思っています。私はイン

バウンド観光について考えるとき、これまでは、

高知県や日本の魅力は何か、言語対応はどうすれ

ばいいかなど、多くの外国人を誘致することに焦

点を当てて考えてしまいがちでしたが、合同ゼミ

発表会などやゼミでの活動を通し、インバウンド

観光のそもそもの目的や、メリット、デメリット

を意識して、テーマについて考えるようになった

のが自分の中での一番の成長だと感じています。

また、初めて本格的なヒアリングをしてみて、時

間が思うように作れなかったり、大変なこともあ

りましたが、県の行政機関や交通会社の方の貴重

な意見をお聞きすることができてとてもいい経験

になりました。ゼミの皆さん１年間ありがとうご

ざいました。来年も頑張りたいと思います。�

�

今回の調査を通して、地方だからこそ感じられ

る魅力に多くの外国人が興味をもち訪れているに

も関わらず、地方だから資金面的な問題を避ける

ことができずにモビリティの発達に思うように取

り組むことができないという現状があることが、

非常に難しい点だなと感じました。その中でやっ

ていくべきことは、私たち日本人が過ごしやすい�

�

�

環境を整えることが、外国人観光客の方たちがよ

り日本へ訪れやすくなる環境作りの第一歩なのか

なと思います。普段私はあまり公共交通機関を使

うことはないのですが、使用した際には、以前意

識しなかった車内アナウンスや英語表記などにつ

いて考えるきっかけが増え、今回の調査はそれだ

けでもとても意味のあることだったなと感じてい

ます。また先輩方や先生のご指導に直接触れられ

たことも、自分にとっては非常に大きな経験とな

りました。本当にありがとうございました。�

今回、今まで取り扱ったことのなかったモビリ

ティという分野の調査をする中で、様々な発見が

あり、とても刺激的でした。�

各交通機関にヒアリング調査に行き、それぞれ

の利用者数や問題点などがだんだんと明らかにな

ってくる中で、高知県全体をモビリティという観
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ういった中で、インバウンド外国人への受け入れ

体制が、まだあまり進んでいないことが把握でき、

それに対する改善策を考案することがとても有意
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ただ、もう少し具体的に外国人観光客がどうい

ったルートで高知県内を回っているのかを把握で
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�

� 高知県のモビリティの現状を把握するため、レ
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調査ははじめての体験でとても苦労したけれど、
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高知県だからこそ、インバウンドにとって使いや

すいよう制度を整え、レンタカーをもっと 35した

ら、高知県を訪れるインバウンドが増えるのでは

ないかと感じた。�

�

� 訪日観光客のモビリティに焦点を当てた調査は、

滞在型という高知県観光の特色から着想を得て始

まりました。調査ではまず、訪日観光客がどのよ

うな手段で高知県に来ているのかをヒアリングで

把握していくことから始まり、観光地を回る際に

不便に感じていることを把握しました。その後さ

らに、地元の交通事業者や行政機関へのヒアリン

グを基に、モビリティサービスを提供する側が抱

える課題を把握することに努めました。扱う範囲

最後に、クルーズ船の増大と地域住民との関係である。私たちが地域にもたらす実態を

調査していく中、高知県に住んでいる個々人がこの問題に対して正確に捉え、主体的に考

えながら行動していくことも大事であると考えるようになった。現在の姿が可視化できた

今、次は住民一人ひとりが、地域住民のための観光政策に主体として関わっていくことが

ますます求められているのである。�

�

�



− 62 −

千、�千人規模の船だったため高知新港に向かうト

ンネルを抜けた際に広がる壮大な景色は忘れられ

ないほど綺麗でとても印象に残っています。そこ

に一つの町ができているようで、港でのにぎわい

とおもてなしを県民全体でしようという取組に、

高知県民の良さを感じ感激しました。地域の方に

お話しを伺った際、「高知県民はクルーズ船大好き

やきね。」という声もありクルーズ船は地域活性化

にも繋がっているのだと思いました。しかし、誘

致する上で様々な問題があり、それを目の前にし

て懸命に港で頑張っている皆さんの姿を見て、ク

ルーズ船はやっぱり高知に夢を与えているのだと

思いました。とても学ぶことが多く、充実した時

間でした。岩佐先生、ゼミの皆さん、それと調査

を通して関わった方々、ありがとうございまし

た！�

�

今回の調査を通して、クルーズ船受入に関して

本当に多岐に渡る様々な業種の方々が関わってい

ることに驚きました。それぞれの立場でのベスト

を同時に実現するのは難しいですが、その中でも

互いの意見を受け入れ理解し合うことで、受け入

れる側にも大きなメリットを生み出せるのではな

いかと考えました。現在、高知県におけるクルー

ズ船事業の数字的な効果は少し勢いが落ちてきて

はいますが、約半年間の調査を経て、私はこれか

らもっと発展していく産業であると希望を持って

います。今回の調査で明らかになった課題が、こ

れからのクルーズ船事業の発展に少しでも繋がり、

そしてクルーズ船を通して高知の魅力がたくさん

の人に伝わっていくことを願っています。�

�

私は高知県内商店街においてアンケート調査を

行いました。慣れない作業に戸惑いながらも商店

街の皆様のご協力のお陰で無事に調査を終え、予

想していたよりも多くのクルーズ船外国人観光客

に対する生の意見を聞くことが出来ました。今回

の調査を終えて、現在、クルーズ船事業が抱えて

いる課題には、商店街の目線から見ると労働者不

足や少子高齢化といった根本的な問題も関わって

いる事が分かったので、現場の声を届けるために

は皆で情報を共有し、県民一人ひとりが危機感を

持つことが必要だと感じました。ご指導してくだ

さった岩佐先生、ゼミナールの皆さん、本当にあ

りがとうございました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

が広く文献調査・ヒアリング調査ともに数をこな

す必要がありましたが、とてもまとめがいがあり

ました。あまり先行調査のないテーマだと思いま

すので、楽しみながら読んでいただけると幸いで

す。�

�

�

今回のスポーツツーリズム調査において経験は

活かされるということを実感しました。キャンプ

の調査をするにあたって野球をしていた経験が活

きたりして、とてもやりがいがあり調査をして良

かったと思っています。そして、高知県の子ども

たちがスポーツツーリズムを通して、もっとスポ

ーツに関心を持ってほしいと思っています。全国

的に見たらプロスポーツチームを近くで見ること

はなかなかできないことなので、その機会を活か

してほしいです。高知県がスポーツでさらに盛り

上がることを祈っています。�

�

今回の調査では、スポーツツーリズムという普

段聞き慣れない分野について調査したが、自分が

スポーツをやっているということもあり、楽しく

調査することができた。今年は昨年に比べヒアリ

ングの数、調べる量が多かったが、調べれば調べ

るほどわからないところ、明らかにしなくてはな

らないところが出てきて、｢知る｣ということの楽

しさや難しさを体感することができた。�

スポーツツーリズムは今後さらに盛り上がって

いく分野だと、調査をしていくうちに実感したの

で、これからも注目していきたい。�

�

�

スポーツツーリズムについて調査を進めるにあ

たって、高知県内でも、プロチームや海外チーム

などがキャンプに来ていたり、イベントや施設な

工夫をしていたり、様々な取り組みが行われてい

ることがわかった。自分たちの力だけでフィール

ドワークを行うのは初めてだったので、難しさも

ありましたが、新鮮で新しい気づきもたくさんあ

り、とても有意義な時間でした。�

ご指導してくださった岩佐先生、ゼミの皆さん、

ありがとうございました。�

�

私は、高知県庁スポーツ課へヒアリング調査を

行い、ラグビートンガ代表が高知に来ることを知

りました。さらに、そういったプロチームの受け

入れとは想像していたより何倍も時間と労力をか

けて行っていることを知り、だからこそ受け入れ

の引き継ぎや受け入れ先との関係性維持が大きな

課題になっているのではないかと感じました。今

後、そのような課題を解決していくことは高知県

の益々の発展につながるはずであるので、一人一

人が課題意識を持ち全員で考えていく必要がある

と感じました。�

�

�

本稿のテーマである高知県のインバウンド事業

のうち、主にスポーツツーリズムを纏めさせてい

ただきました。数値や図を参照し、既存の定義と

比較してギャップを見出す事は難しく、苦難しま

した。しかし、メンバーと話し合い、繰り返し入

念な調査を行ったことや、加えて大学間で相互に

意見交換を行う機会があった事によって、多面的

な視点で纏める事ができました。本項を執筆する

にあたって、先生を始め沢山の方のご協力を得る

ことが出来、調査の成果をこのような形で残すこ

とが出来ることをとても光栄に思っています。�

�

第Ⅲ部�

�

インバウンドという大きなテーマから、私たち

の班ではクルーズ船に焦点を当てて調査を行って

きました。近頃、高知県内で外国人観光客を見か

ける頻度が大幅に増えましたが、その背景にはク

ルーズ船が関わっていたこと、加えて、受入態勢

が追いついていない高知県では現在強化している

最中であること、クルーズ船来航により良い影響

を与えられている側もいればあまり実感できてい

ない側がいるということ等。想像とは異なる調査

結果もありましたが、少しは現状がつかめてきた

と思います。まだまだ改善点はあるにしろ、まず

は認識することが重要です。この報告が少しでも

皆さまのお力になれば幸いです。��

最後になりましたが、ご指導してくださった岩

佐先生をはじめ、調査にご協力してくださった皆

様、一緒に調査をおこなってきたゼミの皆さん、

本当にありがとうございました。�

�

今回の調査を通して私達は多方面にヒアリング

調査を行いましたが、実際に地元や関係者の方々

の生の声を聞くことができるヒアリング調査は、

とても新鮮なもので、また多くの学びがありまし

た。文面からは分からなかったものがどんどん見

えてくると、新たな問題が見えて、次の課題につ

いてグループ内で何度も話し合いを重ね、非常に

貴重な時間を過ごすことが出来ました。今回の調

査を行なっていく過程で得たものは、今後の学習

や卒業論文へと繋げていきたいと思います。ヒア

リング調査でお世話になった方々、指導してくだ

さった岩佐先生、互いに刺激をしあった同じゼミ

の仲間たち、そして濃い時間を共に過ごしたグル

ープの �人、ありがとうございました。�

�

� 私は、主に高知新港での政策・取組を担当しま

した。実際に高知新港さんを伺い、ヒアリング調

査を行った際、私は初めてクルーズ船を見ました。

私が見たクルーズ船は 06&クルーズという船で、�
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足や少子高齢化といった根本的な問題も関わって

いる事が分かったので、現場の声を届けるために

は皆で情報を共有し、県民一人ひとりが危機感を
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ました。あまり先行調査のないテーマだと思いま

すので、楽しみながら読んでいただけると幸いで

す。�
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今回のスポーツツーリズム調査において経験は

活かされるということを実感しました。キャンプ

の調査をするにあたって野球をしていた経験が活

きたりして、とてもやりがいがあり調査をして良

かったと思っています。そして、高知県の子ども

たちがスポーツツーリズムを通して、もっとスポ

ーツに関心を持ってほしいと思っています。全国

的に見たらプロスポーツチームを近くで見ること

はなかなかできないことなので、その機会を活か

してほしいです。高知県がスポーツでさらに盛り

上がることを祈っています。�
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今回の調査では、スポーツツーリズムという普

段聞き慣れない分野について調査したが、自分が

スポーツをやっているということもあり、楽しく

調査することができた。今年は昨年に比べヒアリ

ングの数、調べる量が多かったが、調べれば調べ

るほどわからないところ、明らかにしなくてはな

らないところが出てきて、｢知る｣ということの楽

しさや難しさを体感することができた。�

スポーツツーリズムは今後さらに盛り上がって

いく分野だと、調査をしていくうちに実感したの

で、これからも注目していきたい。�
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スポーツツーリズムについて調査を進めるにあ

たって、高知県内でも、プロチームや海外チーム

などがキャンプに来ていたり、イベントや施設な

工夫をしていたり、様々な取り組みが行われてい

ることがわかった。自分たちの力だけでフィール

ドワークを行うのは初めてだったので、難しさも

ありましたが、新鮮で新しい気づきもたくさんあ

り、とても有意義な時間でした。�

ご指導してくださった岩佐先生、ゼミの皆さん、

ありがとうございました。�

�

私は、高知県庁スポーツ課へヒアリング調査を

行い、ラグビートンガ代表が高知に来ることを知

りました。さらに、そういったプロチームの受け

入れとは想像していたより何倍も時間と労力をか

けて行っていることを知り、だからこそ受け入れ

の引き継ぎや受け入れ先との関係性維持が大きな

課題になっているのではないかと感じました。今

後、そのような課題を解決していくことは高知県

の益々の発展につながるはずであるので、一人一

人が課題意識を持ち全員で考えていく必要がある

と感じました。�

�

�

本稿のテーマである高知県のインバウンド事業

のうち、主にスポーツツーリズムを纏めさせてい

ただきました。数値や図を参照し、既存の定義と

比較してギャップを見出す事は難しく、苦難しま

した。しかし、メンバーと話し合い、繰り返し入

念な調査を行ったことや、加えて大学間で相互に

意見交換を行う機会があった事によって、多面的

な視点で纏める事ができました。本項を執筆する

にあたって、先生を始め沢山の方のご協力を得る

ことが出来、調査の成果をこのような形で残すこ

とが出来ることをとても光栄に思っています。�

�

第Ⅲ部�

�

インバウンドという大きなテーマから、私たち

の班ではクルーズ船に焦点を当てて調査を行って

きました。近頃、高知県内で外国人観光客を見か

ける頻度が大幅に増えましたが、その背景にはク

ルーズ船が関わっていたこと、加えて、受入態勢

が追いついていない高知県では現在強化している

最中であること、クルーズ船来航により良い影響

を与えられている側もいればあまり実感できてい

ない側がいるということ等。想像とは異なる調査

結果もありましたが、少しは現状がつかめてきた

と思います。まだまだ改善点はあるにしろ、まず

は認識することが重要です。この報告が少しでも

皆さまのお力になれば幸いです。��

最後になりましたが、ご指導してくださった岩

佐先生をはじめ、調査にご協力してくださった皆

様、一緒に調査をおこなってきたゼミの皆さん、

本当にありがとうございました。�

�

今回の調査を通して私達は多方面にヒアリング

調査を行いましたが、実際に地元や関係者の方々

の生の声を聞くことができるヒアリング調査は、

とても新鮮なもので、また多くの学びがありまし

た。文面からは分からなかったものがどんどん見

えてくると、新たな問題が見えて、次の課題につ

いてグループ内で何度も話し合いを重ね、非常に

貴重な時間を過ごすことが出来ました。今回の調

査を行なっていく過程で得たものは、今後の学習

や卒業論文へと繋げていきたいと思います。ヒア

リング調査でお世話になった方々、指導してくだ

さった岩佐先生、互いに刺激をしあった同じゼミ

の仲間たち、そして濃い時間を共に過ごしたグル

ープの �人、ありがとうございました。�

�

� 私は、主に高知新港での政策・取組を担当しま

した。実際に高知新港さんを伺い、ヒアリング調

査を行った際、私は初めてクルーズ船を見ました。

私が見たクルーズ船は 06&クルーズという船で、�
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高知大学岩佐（和）ゼミナール� 既刊報告書一覧�

�

 
2000年度� 岐路に立つ土佐マグロ漁業－グローバル化の荒波の中で－ 

2001年度� 国境を越えるショウガと国内産地の選択－高知県窪川町のショウガ農家を中心に－ 

2002年度� 自然体験型観光とまちづくりへの課題－「くじらのみえる町」大方町からの報告－ 

2003年度� 高知直販所物語－グローバからローカルへ� 地産地消の取り組み－ 

2004年度� 高知の農業の新たな主役－外国人研修生と女性リーダーを中心に－ 

2005年度� 外国人研修生と地場産業－愛媛県今治市のタオル・縫製業を中心に－ 

2006年度� 国際化する地域と外国人労働者－広島県西部地域を中心に－ 

2007年度� 国境を越える労働力と地域産業－広島県江田島市のカキ養殖業と中国人研修生－ 

2008 年度� グローバル化する食/ローカル化する食－カツオ一本釣りと高知オーガニックマーケットを

事例に－ 

2009年度� 「村の直売所」さんさん市の発展に向けて－日高村さんさん市活性化委員会最終報告書－�  

ジェンダー格差をこえて－高知の女性の労働実態－ 

2010年度� ローカリティの表現体として喫茶店と龍馬ブーム  

2011年度� 回転寿司のグローバル化と地域－高知市内の寿司業界を中心に－ 

2012年度� ユズ産地・高知県における加工業の発展と農家 

2013年度� ブレンド産地からブランド産地へ－隠れた名品・土佐茶の再生を求めて－  

越裏門&寺川魅力発掘 2013－越裏門・寺川プロジェクト 2013年度成果報告集－ 

2014年度� ファッションのファスト化と県内企業のサバイバル  

2015年度� TPP神話をこえて―高知の視座からの分析― 

2016年度 人口減少と高知の未来―地産外商と第４次産業革命を中心に―�

2017年度� 人手不足と外国人労働者―高知県の外国人技能実習生を中心に―  

�

�

増増大大すするるイインンババウウンンドドとと地地域域経経済済��

――高高知知ににおおけけるるモモビビリリテティィ、、ススポポーーツツツツーーリリズズムム、、ククルルーーズズ船船をを中中心心にに――��
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